第4巻第23課

第23課　おすすめ
目標

	日本語学習目標

・相手の要望に即して、自分のお勧めの場所とその理由を伝えることができる。
・みんなでどこに行くか相談をして決めることができる。

・自分の町のおすすめの場所について、地図に情報を書き込むなどの形で書いてまとめることができる。

・日本語のアクセントの特徴を知る。

文化・人間関係目標

・ファーストフードを通して、食のグローバル化や地域による食の嗜好の違いについて考える。


主題場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント

・みんなが、昼ごはんに何を食べるか、どこで食べるか相談している場面を取り上げました。朴と王は自分のおすすめの店を提案しています。もし自分だったら、どの店を勧めるか考えさせたりしてトピックを導入しましょう。

　　　質問例　○　みんなは何について話していますか。

○　夏はどんなことを言っていると思いますか。

· 朴がすすめている店はどこですか。どうしてですか。

· 金はどんなことを言っていると思いますか。

· 王がすすめている店はどこですか。どうしてですか。

· もしあなたがこの会話に入っていたら、昼ごはんに何を食べたいと言いますか。

どの店をすすめますか。それは、どうしてですか。

学習活動（学习活动）
すすめあって決めよう！
	活動のねらい

	・相手の要望に即して、自分のお勧めの場所とその理由を伝えることができる。
・みんなでどこに行くか相談をして決めることができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	○
	
	○
	[ラーメン]だったら、[味万]はどう？[おいしい]よ。

[ラーメン]だったら、[味万]が[おいしい]よ。

[公園]だったら、[星海公園]が[きれい]だよ。
	おいしい、安い、近い、おもしろい、きれい


●活動内容

1）休みの日に友達と町に出かけたとき、食事や買い物などでおすすめの場所・店を考えて、表に記入する。

2）1の表を参考にしながら、友達と何を食べるか、どこに行くか相談して決める。決めたことを表に記入する。

●制作意図＆授業のヒント

・自分の町のおすすめの場所や店について振り返ることを通して、自分の町のいいところを再確認することができます。また、友達とお互いにいいと思う場所や店をすすめあうことを通して、自分が知らない町の情報を得て、さらに自分の町を知ることができます。

・P57、P59の表には、中学生が実際に休日によくやることを考慮して「ごはんを食べる」「買い物に行く」「カラオケに行く」などの項目を表に提示しました。２の活動では、それぞれやるなら（行くなら）どこがいいか相談してみましょう。

・P57の表の左下の空欄には、自分が休日に友達とやりたいことや行きたい場所を記入しましょう。P59の表の左下の空欄には、グループでやりたいことや行きたいところを決めて記入しましょう。

・場所や店の名前は、日本語に訳したり、日本語読みで言ったりする必要はありません。中国語の発音のままでいいです。

●補足説明


・P58、P59では以下の表現を提示しています。

　　　①　Aだったら、～が（理由）よ。

　　　②　～はどう？（理由）よ。　（＝　Aだったら、～はどう？（理由）よ。）

※②は前に「Aだったら、」が省略されています。

※①②とも相手の意見や提案（「ラーメンはどう？」「公園に行かない？」「Tシャツを買いたい」）を聞いた上で、最も評価の高いもの（場所・店）を述べる表現です。

わたしの町のおすすめの場所

	活動のねらい

	· 自分の町のおすすめの場所について、地図に情報を書き込むなどの形で書いてまとめることができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	
	
	○
	[餃子]だったら、[家常餃子店]が[おいしい]です。
	


●活動内容

・P57～59の活動ででてきたおすすめの場所を地図にまとめます。

●制作意図と授業のヒント

・個人やグループで考えたおすすめの場所についての情報を視覚化・共有化するために、地図の形でまとめます。グループごとにまとめた地図を、教室に掲示すると、さらに自分の町を知るきっかけになるでしょう。

・友達同士の相談では、普通体の表現を提示しましたが、ここでは発表なので丁寧体の表現を提示しました。

・場所や店の名前は、日本語に訳す必要はなく、中国語表記のままでいいでしょう。

●補足説明

なし

コラム（专栏）

ファーストフード

	目標

	・ファーストフードを通して、食のグローバル化や地域による食の嗜好の違いについて考える。


●制作意図

・この課のコラムでは、ファーストフードを取り上げました。ハンバーガーは今や世界中で食されているグローバルなファーストフードです。ですが、その中身は地域性が色濃く反映されているものが多く見られます（グローカルフード）。その地域に合うように中身や形を変えて定着している食べ物について考えることを一つの目的としました。また、日本食のファーストフードについても紹介するとともに、ファーストフードの長所、短所についても、考えてほしいと思っています。

　◇気付かせたいポイント

　　・グローバルな食べ物のローカル化とその理由

　　・ファーストフードの長所、短所（栄養面・健康管理の視点、及び環境保護の視点から）

●授業のヒント

・まず、ファーストフードが好きかどうか、どんなファーストフードをよく食べるかを聞きます。それから、世界のファーストフードのメニューは似ていると思うか、あるいは違いがあると思うかを聞きます。そして、①の写真を見ながら、いろいろな国のハンバーガーについて、共通点と相違点を挙げさせ、その理由についても考えさせましょう。それから、中国のハンバーガーショップには、中国らしいメニューがあるかを調べたり、ピザのメニューについて、話しあったりすることができます。生徒に、世界のハンバーガーショップや吉野家のホームページを見て、メニューの比較をするという宿題を出すことも、おもしろいかもしれません。

・最初に、漫画のストーリーを思い出させて、このコラムの内容を導入する方法もあります。まず、美佳たちは勝利広場に行った時、どこでお昼ご飯を食べたかを漫画をみながら、確認します。そして、中国にはどんなファーストフードの店があるか、どんなものを生徒たちはよく食べているかなどを質問します。そして、吉野家のメニューは日本と中国で少し違うという美佳の発言をきっかけに、世界のファーストフードのメニューについて考えてみることを提案して、コラムの内容に入ります。

・②を使って、ハンバーガーのように日本以外の国から入ってきたファーストフード店以外にも、日本には日本らしいファーストフードショップがあることを紹介します。そして、中国らしいメニューのファーストフードにはどんなものがあるかを考えさせてみることができます。
・また、少し視点を変えて、ファーストフードの長所と短所を考えてみましょう。栄養面、健康管理面、環境保護の面など、いくつかの角度から考えることで、多角的にみる力を養うことができるでしょう。

●補足説明

・ファーストフード店のメニューは定期的に変わったり、販売期間限定のメニューができたりするので、インターネットが使えるなら、授業の前に調べてみるといいでしょう。

・日本のハンバーガーとして紹介されているのは、日本語で「てりやきバーガー」と呼ばれています。

・インドには、チキンバーガーのほか、野菜バーガーがあります。宗教の関係で、牛肉と豚肉を使ったハンバーガーは売られていません。

・韓国には、キムチの入ったハンバーガーが売られています。また、教科書で紹介されているのは、パンの代わりにご飯が使われています。

・アラブ首長国連邦（UAE）のハンバーガーは、アラビアで昔から食べられているパンが使われています。

・吉野家は日本のファーストフード店でもともとは牛丼だけでしたが、今は牛丼以外のメニューもあります。中国以外にも、フィリピンやタイなどにもあります。

・日本で見られるハンバーガー以外のグローカルフードとしては、醤油などで味付けをした和風のスパゲティや、照り焼きチキンと海苔ののったピザなどがあります。

・日本のファーストフードとしては、立ち食いそば、回転寿司、カレー、お弁当を紹介しました。立ち食いそばは、駅の改札口の近くやホームなどによくあります。椅子が無く、立ったまま食べるお店です。回転寿司は、今では世界中で見られるようになりました。寿司のメニューも日本と海外では異なるものが多く、日本発のグローカルフードということができるでしょう。カレーはもともとインド料理ですが、日本風にアレンジされたものが広く食べられています。弁当屋では注文してから作ってくれるところも多いので、おいしく食べられます。

●参考情報

・世界のマクドナルドのホームページリスト

http://www.aboutmcdonalds.com/country/map.html（2011年3月）
日本語広場（日语广场）
アクセント
	目標

	・日本語のアクセントの特徴を知る。


●制作意図

・この広場を通して、日本語のアクセントの基本的な特徴を知ってほしいと考えていいます。

●授業のヒント

・日本語のアクセントについて、教師が知識として伝える、生徒は受身でそれを聞く形は避けましょう。生徒がアクセントの特徴を自分で発見していけるような工夫をしてみてください。教材では、すべてクイズ形式にしました。それぞれのクイズのねらいは以下のとおりです。

　　　1　日本語のアクセントの特徴を母語と比べて発見する。

　　　2　アクセント記号の意味を知る。

　　　3　アクセントに意味の弁別機能があることを発見する。

　　　4　実際に表記は同じでもアクセントが異なる語彙を発音してみる。

・クイズの音声は、素材集CDに収録されています。

・クイズ4の「はな（花）」と「はな（鼻）」の違いは、後ろに助詞「が」をつけ、違いを発見させるといいでしょう。「はな（花）が」の場合の「が」は低い音、「はな（鼻）が」の場合の「が」は高い音になります。

●補足説明
参考回答

1　音の高低がある／高低の組み合わせは単語によって違う／1文字の中で音の高低差はない　など

2　付録語彙表の「－」の記号は、音の高さを示している。

　　（1）あめ：B　　（2）あめ：A

3　アクセントには意味の弁別機能がある。たとえば「あめ」①は雨をさし、「あめ」０はキャンディーをさす。話し手は「飴が好き」と言ったつもりだが、アクセントが「雨」になってしまったため、聞き手は「雨が好き」だと勘違いしている。

4　省略

考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・「在这种情况下应该怎么说？」は、それぞれの場面でどんな表現を使うか、口頭でまた書いて確認しましょう。

・「说一说你知道的值得推荐的商店和地点吧！」は、イラストの人物の気持ちに即してどんな表現を使ったらいいか言ってみましょう。CDで確認することができます。

●補足説明
参考回答

在这种情况下应该怎么说？

推荐某场所时：ラーメンだったら、味万がおいしいよ。

说一说你知道的值得推荐的商店和地点吧！

公園に行きたい！　　　　→公園だったら、星海公园がきれいだよ。
カラオケに行きたい！　　→カラオケだったらK歌天地がいいよ。近いよ。

海に行かない？　　　　　→海だったら、「金石灘」がきれいだよ。

靴を買いたい。　　　　　→靴だったら、「洋洋鞋店」がいいよ。安いよ。
ミーシエンはどう？　　　→ミーシエンだったら、云南过桥米线がおいしいよ。
映画を見たい。　　　　　→映画だったら、友好电影院が近いよ。
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